
れ
た
時
期
が
あ
り
、
労
働
衛
生
に
関
す
る
新
し
い
こ
と
や
歴
史
に
関
る

こ
と
な
ど
、
折
に
ふ
れ
て
は
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
こ

と
を
、
年
を
経
る
に
つ
れ
て
し
き
り
に
思
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
に
は
資
料
中
に
あ
る
そ
の
時
代
の
産
業
現
場
の
さ
し
絵

な
ど
数
多
く
み
ら
れ
、
興
味
を
持
っ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
他
、
最
近
著
者
が
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
と
い
う
古
代
ロ
ー
マ
の
水

道
橋
ア
ー
チ
、
ポ
ン
ペ
イ
の
街
の
か
っ
て
の
貯
水
槽
（
鉛
の
水
槽
の
痕
跡

が
あ
る
由
）
、
ポ
ン
ペ
イ
の
歩
道
わ
き
の
水
道
鉛
管
等
々
（
本
書
四
頁
・
五

さ
か

頁
）
著
者
の
今
な
お
壮
ん
な
探
求
心
に
は
驚
く
他
は
な
い
。

一
巻
か
ら
七
巻
ま
で
、
連
続
物
で
は
あ
る
が
、
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
単
独

で
読
ん
で
も
一
向
に
差
支
え
な
い
。
こ
の
あ
と
必
ず
や
八
巻
あ
る
い
は

九
巻
と
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
著
者
に
訊
い
て
み
た
い
気
も
す
る
が
、

そ
れ
は
野
暮
と
言
う
べ
き
か
。

（
保
坂
捷
子
）

〔
労
働
科
学
研
究
所
出
版
部
、
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
二
’
八
’
一
四
、
電
話

○
四
四
’
九
七
七
’
二
一
二
一
、
一
九
九
二
年
、
Ａ
五
判
、
二
五
○
頁
、

定
価
四
五
○
○
円
〕

Ｓ
・
Ｂ
・
ヌ
ー
ラ
ン
ド
の
「
医
学
を
き
ず
い
た
人
び
と
」
上
下
二
巻

は
、
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
パ
レ
、
ハ
ー

ヴ
エ
ー
、
モ
ル
ガ
ー
ニ
、
ハ
ン
タ
ー
、
ラ
エ
ネ
ッ
ク
、
ゼ
ン
メ
ル
ヴ
ァ

シ
ャ
ー
ウ
ィ
ン
．
Ｂ
・
ヌ
ー
ラ
ン
ド
著
、
曽
田
能
宗
訳

「
医
学
を
き
ず
い
た
人
び
と
』
上
下
二
巻

イ
ス
、
麻
酔
、
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
、
リ
ス
タ
ー
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン

ズ
大
学
及
び
臓
器
移
植
の
各
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

著
者
は
エ
ー
ル
大
学
の
外
科
医
師
で
、
学
生
を
指
導
す
る
か
た
わ
ら
、

大
学
医
学
史
図
書
館
に
通
い
、
臨
床
医
と
し
て
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る

べ
き
医
史
を
徹
底
的
に
研
究
し
た
。
本
書
は
著
者
の
鋭
い
視
点
か
ら
捉

え
た
医
学
史
で
、
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し

た
医
術
と
医
療
の
見
方
と
、
こ
れ
に
取
り
組
む
意
欲
が
示
さ
れ
て
い
る
。

単
に
事
実
を
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
代
の
背
景
に
深
い
洞
察

力
を
加
え
、
史
的
事
実
を
過
去
の
こ
と
、
同
時
代
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

未
来
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
後
年
実
際
に
な
さ
れ
た
こ
と
と
の
比
較
に
ま

で
言
及
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ー

の
『
心
臓
と
血
液
の
運
動
」
、
モ
ル
ガ
ー
ニ
の
「
病
気
の
座
と
原
因
」
、

フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
の
『
細
胞
病
理
学
』
が
十
六
世
紀
以
降
の
四
大
医
書
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
千
五
百
年
に
及
ん
だ
ガ
レ
ノ
ス
説
が
崩
壊
し
た

過
程
が
よ
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
カ
ル
カ
ー
ル
に
よ

る
科
学
と
美
術
の
融
合
で
あ
る
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
章
に
は
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
も
登
場
す
れ
ば
、
三
百
年
以
上
も
後
に
発
刊
さ
れ

た
『
グ
レ
イ
の
解
剖
害
』
も
登
場
す
る
。

外
科
技
術
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
、
著
者
は
パ
レ
以
前
に
は
ヒ
ッ

ポ
ク
ラ
テ
ス
し
か
お
ら
ず
、
パ
レ
以
後
に
は
Ｊ
ハ
ン
タ
ー
し
か
い
な
い

と
決
め
つ
け
、
戦
場
で
の
戦
傷
を
、
雷
と
大
砲
の
差
に
害
え
て
い
る
。

当
時
の
理
髪
外
科
医
の
地
位
を
内
科
医
と
な
ら
ぶ
地
位
に
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
パ
レ
の
思
い
や
り
、
正
直
さ
、
優
し
さ
、
好
奇
心
、

誠
実
さ
の
人
間
的
思
想
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
進
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終
章
は
「
臓
器
移
植
の
話
」
で
結
ば
れ
て
い
る
。
バ
ー
ナ
ー
ド
博
士

が
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
人
類
最
初
の
心
臓
移
植
を
果
た
し
た
の
は
一
九
六

七
年
で
あ
っ
た
。
初
期
の
心
臓
移
植
は
死
亡
率
が
高
か
っ
た
。
本
書
の

書
か
れ
た
時
点
で
、
手
術
し
な
け
れ
ば
望
み
が
な
か
っ
た
移
植
患
者
の

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
術
後
一
年
間
、
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
三
年
間
生
存

し
、
こ
の
数
字
は
更
に
向
上
す
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
好
成

績
の
原
因
は
免
疫
抑
制
剤
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
の
発
見
や
ス
テ
ロ
イ
ド
、

抗
生
物
質
の
併
用
に
よ
る
結
果
で
あ
る
。
ま
さ
に
臓
器
移
植
史
こ
そ
は

歩
し
た
の
は
腸
の
手
術
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
胸
部
手
術
、
朝
鮮
戦

争
で
は
血
管
手
術
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
外
傷
患
者
の
緊
急
輸
送
が

進
歩
し
た
と
パ
レ
の
章
に
記
し
て
い
る
。

ラ
エ
ネ
ッ
ク
と
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
章
で
は
余
り
他
言
で
は
記
し
て

い
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
が
新
大
陸
の
ア
メ
リ
カ
に
定
着
進
歩
を
遂
げ
た

経
緯
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
を
例
に
と
り
、
ハ

ル
ス
テ
ッ
ド
と
タ
ウ
シ
グ
に
焦
点
を
あ
て
物
語
っ
て
い
る
。
女
性
小
児

心
臓
病
学
者
と
し
て
の
ヘ
レ
ン
・
タ
ウ
シ
グ
の
青
色
児
の
手
術
は
輝
か

し
い
二
十
世
紀
医
学
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
青
色
児
を
救
う
た
め
の
人
工

動
脈
管
を
造
る
こ
と
は
彼
女
の
独
創
的
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。
女
医
の

理
想
と
も
言
え
る
タ
ウ
シ
グ
は
一
九
五
九
年
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ

の
小
児
科
教
授
と
な
っ
た
が
、
八
十
八
歳
の
誕
生
日
の
三
日
前
に
交
通

事
故
で
亡
く
な
っ
た
。

Ｗ
・
オ
ス
ラ
ー
に
つ
い
て
は
特
別
な
章
を
設
け
て
い
な
い
が
、
本
書

の
諸
所
に
彼
の
思
想
、
人
生
像
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
著
者
で
あ
る
新
村
拓
氏
は
本
書
の
他
に
『
日
本
医
療
社
会
史

の
研
究
」
、
『
死
と
病
と
看
護
の
社
会
史
』
お
よ
び
『
老
い
と
看
取
り
の

社
会
史
」
を
す
で
に
刊
行
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
あ
と
の
二
冊
と

本
書
は
現
在
わ
が
国
で
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
老
人
の

病
・
死
・
看
護
の
一
連
の
テ
ー
マ
を
角
度
を
変
え
て
歴
史
的
に
社
会
的

に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
本
書
は
ホ
ス
ピ
ス
お
よ
び
老
人
介

護
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
い
る
。

過
去
の
学
問
で
な
く
将
来
へ
の
展
望
と
考
え
ら
れ
る
。

著
者
ヌ
ー
ラ
ン
ド
は
病
気
の
原
因
が
単
純
な
原
因
、
た
と
え
ば
細
菌

に
よ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
を
発
見
し
取
り
除
け
ば
良
い
。
事
実
細
菌

病
原
説
は
百
年
間
医
学
研
究
の
モ
デ
ル
を
担
っ
て
き
た
。
現
代
医
学
の

進
歩
も
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
臓
器
移
植
は
違

う
。
傷
つ
い
て
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
臓
器
を
取
り
除
き
丈
夫
な
臓
器

を
入
れ
替
え
れ
ば
良
い
・
こ
れ
は
大
昔
の
解
剖
中
心
的
思
考
と
一
致
し
、

経
済
的
な
還
元
主
義
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
臓
器
移
植
は
倫

理
、
宗
教
、
社
会
、
経
済
、
そ
の
他
の
諸
問
題
を
包
含
し
て
い
る
。
本

書
は
医
学
と
は
何
か
、
そ
の
医
学
の
歴
史
を
探
究
す
る
学
問
と
は
何
か

と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
大
滝
紀
雄
）

〔
河
出
書
房
新
社
、
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
二
’
三
二
’
二
、
電
話
○
三

’
三
四
○
四
’
八
六
二
、
定
価
各
巻
三
六
○
○
円
〕

新
村
拓
著
『
ホ
ス
ピ
ス
と
老
人
介
護
の
歴
史
」

(144) 604




